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 NativeAmericansは、彼ら独自の伝統である。ra1traditionの形式で古くからその民族に

まつわる伝説や物語を継承してきた。今日、NativeAmerican Renaissanceという運動が物

語るように、Native American作家の活躍は目覚しい。彼らの作品には。ral traditionの特

徴が色濃く反映されているが、written textの中で。ral traditionはどのように捉えられて

いるのだろうか。本稿ではチッペワ族出身の代表的Native Amehcan作家Louise Erdrich

をとりあげ、oral traditionが彼女の作品でどのような機能を果たしているのかを、代表作

である此。eM捌。加θから論じてみたいと思㍉

                             （2003年9月12日 受理）

キーワード：ルイーズ・アードリック、 『ラブ・メディシン』、ネイテイヴ・アメリカン、

      口承伝承

Abs血act

 Native Americans have been handing down their legends and stories which are re1ated to

them lrom generation to generation by word of mouth．Today，as Native American

Renaissance shows，Native American write帽’creativity is remarkable and their works reflect

ora1tradition．How do they treat oral tradition in written texts？This paper examines the role

oi ol・al tradition inム。oeル危dた加e、

Keywo州s：Louise Erdrich，ム。oε〃edた加e，Native American，oral tradition

                           （Received September12．2003）
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1

 フランス系、ドイツ系の混血でもある、ミネソタ州生まれのNativeAmerican作家、Louise

Erdrich（ユ954年生）は、Chippewa族のTuれle Mountain部族に属している。彼女はかつ

ての共同執筆者であり、夫の故Michael Dorrisと共にインタビューを受けた際に次のよう

に答えている。

Sitting around1istening to ouHamily te11 stories has been a more important inHuence on our

work than literaW inHuences in some ways．1

 彼らの執筆の工程は、ErdrichとDorrisが互いの草稿、登場人物の設定、その他のあら

ゆる点に関して、まずは十分に話し合い、次の作業として各自が物語を紙に書きとめ、二

人で納得のいくまで一語一語を厳選し言葉を決定してゆく、というものであった。文字を

もたないNativeAmericanにとって、彼らの言葉に対する認識はnon－Native Americanの

それとは大いに異なっている。例えばホピ族には“Com”を表すための単語が多数あるよう

に、2彼らの使用する言葉は彼ら白身との関わりから生まれたものであり、一語一語の持

つ重みは大きい。その中で彼らは。ral traditionという独自の文化を発展させてきた。

Louise Erdrichの代表作であるし。ve Medicineでは、“kitchen－tabletalk，barta1k，a㎎ワta1k，

curios talk，sad talk，teasi㎎talk”といった“p1ain talk”が作品の活気の源となっている、とい

うSilbemanの指摘のように3、「話す」という行為に重点が置かれている。ではLove

Medicineの中で。raltraditionはどのように反映されているのだろうか。

 ωoe〃e〃。加e（ユ984，改訂版ユ993）は、Native American青年、Lipsha Morrisseyのイニ

シエーションの物語である。そして彼の物語は、彼の住む、reSemtionのコミュニティー

のメンバーの語りによって繋ぎあわされてゆく。つまりこの作品には、一人の主人公は存

在せず、各章でコミュニティーのメンバーの一人ひとりが自分の物語を語る、という点に

おいて登場人物全員が同等の役割を担っている。以下はこの作品の構成を表にしたもので

ある。（イタリック体は改訂版で付加された章である）4

Chapter

1．“The World’s Greatest Fisheman1’

2．“Saint Marie”

3．“Wi1d Geese”

Narrator

1．3d pe帽。…』une Kashpaw

2． 1引pe帽．…A1bertine』ohnson

3．3d pe㎎．…anonymous

4． 1割pers．…Albertine」ohnson

1割pe帽．…Marie Lazan．e

1割pers．…Nector Kashpaw

Year

1981

1934

1934
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   “τわθゐ’αηd”

4． “The Beads”

5． “Lu1u’s Boys’1

61 “The Plunge of the Brave”

7． ‘‘Flesh and Blood”

8．“A Bridge”

9． “The Red Conveれible”

10． “Sca1es”

n．“Crown of Thoms’’

ユ2．“Love．Medicine”

   “沢e∫口ηrεCκ0η”

13．“The Good Tea肥”

   “肋e乃m0わ0ω々比Cf0び”

   ”ム〃0η’∫〃C々”

14．”Crossing the Water”

j酎ραS．…ム〃口くbη0ρu∫わ

1． ユ引pe帽．…Marie（Lazarre）Kashpaw

2． 1引pe帽．…Marie（Lazarre）Kashpaw

3d pe帽、…Lulu（Nanapush）Lamartine

1st pe帽．…Nector Kashpaw

1畠t pe帽．…Marie （Lazarre） K砥hpaw

3d pe㎎．…Albertine」ohnson

1昌t pe帽。…Lyman Lamartine

1昌t pe㎎．…Albertine』ohnson

3d pe帽．…Gordie Kashpaw

ユst pers．…Lipsha Morrissey

3dραs．…ル他㎡e（Lozo〃ε）

   κo∫片ρoω，Go”批eκ05わρ6ω，

   Marie（Lazarre）K砥hpaw

1．ユ昌t pe帽．…Lulu Lamartine

2．ユ畠t pe帽．…Lulu Lamartine

ユ5’ρe7S一…ムym0ηムαm0κfηε

3dρε㎎．’．’ムγm0ηム0m0”ゴηe

ユ．3d pers．…Howard Kashpaw

2， 1割pe㎎一…Lipsha Morrissey

3， 1副pers．…Lipsha Morrissey

4， 1st pers、…Lipsha Morrissey

η．d．

ユ948

ユ957

1957

1957

1973

1974

1980

1981

ユ982

1982

1983

1983

1983

ユ984

  複数の語り手が登場するゆえに、“no si㎎u1ar point of view or authoritative narrative

VoiCe”5であり、語りの背景となる時代もlinearではなく、語りの人称も変則的である。oral

traditionの特徴についてEinhomは次のように述べている。

 ．Native Peoples’oral tradition is their very existence； it is their souI．It is their unique

communion with the Circ1e of Life．lt is the web that comects their Ancients with those yet to

come－When spoken it is not bounded by the voice or the time of the speaker；it is but the

momentaW expression of the great flow of a people．Like the How oi a river，it cannot be

captured，as it is ever Howing，ever changing．6

彼が指摘するように、ora1traditionと“cirde”の概念は密接に関わりあっている。彼らは話

をする際にも、CirCle（輪）になる。Cirdeを形成することでその場にいる人問全員が同

等の立場になり、各自が個々に自分の物語を語る。また、彼らが語るスピーチや物語、祈

り、歌などは、動物になった人間、人間になった動物、自然界と精神世界を行き来する人
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間や霊的存在、死と再生などがテーマとなり、冒頭から結論へと直線的な物語展開がなさ

れるのではなく、結末が冒頭につながる、というように、語られる内容もがCirdeを描く

ような円環構造を持つという点でも特徴的である。一見断片的な物語の寄せ集めのような

印象を受けるし。ve Medicineも、物語全体で一つの。irdeを成しているのだが、その。ircle

はどのように形成されているのだろうか。作品に見られる。ra1traditionを検証しながら

考察してみたい。

3

 一族の住むノース・ダコタ州のreSemtiOnで生きることに耐えられず、外の世界に自

分の居場所を探しに出てゆく」uneは、結局その居場所も見つけられず、アイデンティ

ティーを確立できないまま、またreSemtionに戻るという行為を繰り返す。作品冒頭は、

reSemtionを離れていた』uneが再び家族のもとへと帰るシーンで始まる。

 Even when it started to snow she did not lose her sense of direction．Her ieet grew numb，

but she did not wo岬about the distance．The heavy winds couldn’t blow her oH cou帽e．She

continued．Even when her heaれdenched and her skin tumed crackling cold it didn’t matter，

because the pure and naked part of her went on．

 The snow fell deeper that Easter than it had in forty yea脂，but」une walked over i〕ike

water and came home．（7）7

 そしてこの翌日、」uneは凍死体で発見され私上述のEinhomの指摘にもあるように、

oral traditionが“web”のイメージで捉えられるならば、」uneの死はまさに“web”の中央に

位置していると考えられる。なぜなら、相互関係が基本となる。ra1traditionでは、たと

え個々の物語が一つの独立した物語として読むことが可能であっても、物語全体との関わ

りを考えることなしに個々の物語を完全に理解することは不可能であり、Love Medicine

では』meの死が個々の物語を繋ぎ合わせる役割を果たしているからである。

 また。ral traditionで頻出する“trickster”も重要な役割を果たしている。呪術を扱うこと

のできる不思議な能力を供えた存在を意味する“trickster”とは、そもそも19世紀に文化人

類学の分野で登場した言葉であるが、Native Americanの。ral traditionでは昔からお馴染

みの存在である。チッペワ族では、古くから“between humans and the Manitos”8という存

在として特別視されてきた（Manitosとは“an etema1spirit who has existed amo㎎the

Ojibwa［Chippewa］since the time oi creation on the world”9という神聖な存在である）。こ

の作品の“trickster”は、人の心の表裏をよむことができ、手で触れただけで人を癒すこと

のできる力、 （“the touch’’）を生まれながらにして備えるしipshaである。』uneがコミュ

ニティーを出て行った後、祖母のMarieに引き取られ育てられてきたLipshaは、実の母

親に捨てられたと信じており、母の仕打ちを許せないでいる。そして両親が話なのかも知

らずにいる。ある時、Lu1uに夢中になっているNectorに落胆するMarieの様子を見た
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Lipshaは、Marieのもとへ帰るよう“the touch”を行使するが、何の効果ももたらすことが

できず、愛する夫を取り戻したいMarieに“love medicine”を手に入れてほしいと頼まれて

しまう。“1ovemedicine”とはチッペワ族に古くから伝わる特別な薬で、「他のどの部族も

チッペワ族ほどにこの薬をしっかりと伝えてはいない」という一族の誇るべ、き秘薬である。

  You don’t just go out and get one without paying for it－Befo庁e you get one，even，you

shou1d go through one he11 oi a lot of mental condensation．You go to think it over Choose

the right one－You cou1d reauy mess up your1ife grindipg up the wrong1itt1e thing、 （241）

 “love medicine”の入手方法を必死で考えるしipshaは、“goo舵”の心臓を2人に食べさせ

ることを思いつく。一生を番いで過ごす“gooSe”の心臓を食せば、献身の感情が互いに芽

生えるだろう、という算段だ。しかし自分で“goose”を捕らえることに疲れだしipshaは、

手抜きをして、スーパーで冷凍の“turkeゾ’の心臓を手に入れる。そして嫌がるNectorに無

理やり食べさせたところ、心臓をのどに詰まらせ彼は窒息死してしまう。皮肉にも

“trickster”であるはずのLipsha本人が“love medicine”について無知であり、“a matter of

chemistIy”（黒41）ほどにしか考えていなかったのだ。この一件で癒しの力を失ったしipsha

は、悲嘆に暮れるMarieの姿を目の当たりにして、本当は自分には不可解であった力をも

てあそんだことを反省する。

  “Love medicine ai口’t what brings him［Nector］back to you，Grandma．No，it’s something

else，He loved you over time and distance，…．It’s true feeling，not no．magic．No supermarket

heart could have bmng him back．”（257）

 本来、自由自在に姿を変え、魔術を使って人間をだますはずの“trickster”が、この作品

では「愛」という人間の感情によってその力を完全に奪われている点に注目したい。ここ

でErdrichが描き出しているのは、呪術にも屈しない「愛」の力であり、自己を取り戻す

生身の人間、Lipshaの姿である。“tricksteゴ’としての力を完全に失ったしipshaは自分探し

の旅の中で、これまで目を背けてきた両親の、彼に対する深い愛を知る。“famOuS

politicking hero，dangerous armed crimina1，judo expert，escape artist，chaTismatic member

of the American lndian Movement”（34ユ）という」族の誇るべき人物、Ge岬Nanapushと

いう父に対面し、その父と車の申で初めて二人で言葉を交わす。その車とは』uneのもう

一人の息子であるKi㎎が、母親の死後手にした保険金で購入した、いわば」uneの化身と

もいえるもので、LipshaがKi㎎との賭けに勝って手に入れたものである。そして自分を

取り戻す力を与えてくれたのは父の、“YouareaNanapushman”という言葉であった。“love

medicine”は何にも屈しない「愛」であることを身をもって知った彼は癒しの力を取り戻

す。そして自己の存在に初めて確信を持つこ」とのできたLipshaは、目指すべき場所、

reSemtionへと戻ってゆく。
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The moming was clear．A good road led on．So there was nothing to do but cross the water，

and bring her home．（367）

 ここで注目したいのは、この引用の最後の一文と冒頭の」uneの場面の引用の最後の一

文である。Lipshaが新車に乗ってresewationに戻ったことは、彼が母を受け入れたこと

で、（車にtransformationした）juneが“camehome”できたことを意味している。ここで、

この最後の一文が冒頭部分につながり、作品全体が一つのCirC1eを形成するのである。

 以上見てきたように、この作品では様々な。ral traditionの要素が取り入れられてLipsha

のイニシエーションの物語が描かれているが、Louis Owensは、断片的な物語が時間を交

差して語られてゆくこの作品に関して、

“the nove11s fragmented narrative unde帽。ores the fragmentation oi the lndian commun吋

and or the identity that begins with community and place；and the fragmentation oi this

communi蚊，the rootlessness that results in an accumu1ation of often mundane tragedies

among the asso血ed characte帽，subtly underscores the emmity of what has been lost，10

という見解を示している。しかしこの指摘は作品を一面的にしか捉えていないと言えるだ

ろう。なぜなら、自分探しの旅に出て、自分の出生をすべて知り、アイデンティティーを

確立してresemtionへと戻ってゆく、チッペワ族が誇る若者Lipshaの誕生という一つの

物語を形成しているのは、web状に張り巡らされた“fragmented narrative」つひとつに他

ならないからだ。

4

 oraltraditionが作品でどのような意味を持つのか、結論を下す前に、ここで「口承文学」

（“ora11iterature”）という表現について検討してみたい。O㎎がOm仰㎝d〃εmcγの中で

論じているように、“ora1tradition”あるいは‘‘aheritageoforalperfomance，genresand

StyleS”を総称する「口承文学」という表現は、今日ごく普通に用いられているが、そもそ

も「声に出して語られた物語の文学」という矛盾した表現が研究者にすら浸透している状

況について考える必要がある。口承芸術の諸形態は、書くことが知られていない何万年も

の間に発達してきたのだから、書くこととは何の関係もなかったのは明らかであるはずだ。

にもかかわらず研究者たちはあまりにもテクスト的なものに支配されてきたために、「書

く」という行為に関係づけずに口承芸術をそっくりそのままの形で効果的に思い描くこと

を可能にする概念が今日まで一つとして形成されてこなかった。その結果として、長年に

わたって口承芸術は「口承文学」という術語のもと、学者によって研究されてきた、とO㎎

は指摘する。nこれまでNative American fictionでモチーフとされてきた、“the mythic”や

“the legendaW”もこの観点から理解されてきたが、Erdrichによって初めて個人の声から紡

きだされる、“communal voice”がNative American fictionのモチーフとして描かれるよう
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になった。互2Erdrichは現代のNativeAmerican作家の使命について次のように語っている。

  ln the light of enormous loss，they［contemporaly Native American］must te11 the stories

of contemporaワsuwivo脂while protecting and celebrating the cores of cu1tures le趾in the

wakeofthecatastrophe．（イタリック著者）13

 白人文化を受け入れながらもNativeAmericanとしての誇りを失わず力強く生きる、現

代のNative Americanの姿を描き出すためには、作家は「語る」ことが必要である、と

Erdrichは主張する。作家Erdrichが取るこの立場は、「口承文学」という表現が使用さ

れている現状を見直す上で大きな意味をもつ。なぜなら、Erdrichのアプローチは、以下

にO㎎が指摘するように、本来、声の文化は文字の文化を必要とする、という声の文化

の性質を的確に捉えたものだからだ。

 0ral cultures indeed produce powerful and beautiiul verbal perlormances oi high artistic

and human worth，which are no1onger even possible once writing h砥taken possession of

the psyche．Nevertheless，without writing，human consciousness camot achieve its Iuller

potentiaIs，cannot produce other beautiful and powe㎡ul creations．ln this sense，om∫卯ηεed∫

’oρmd口Ceαηdたdε∫伽edfoρ”od〃Ceω〃㎎．（イタリック著者）14

現在、白人とNativeAmericanの関係は、白人の伝統的な学門分野からとNativeAmerican

作家自身による作品から、という二つの分野から語られており、“［t］hose ofuswhoarein

the relevant academic disciplines have sti11not made up our co11ective mind about whether it

is appropriate to aim for a converging of the two ve帽ions of the stoW，or even whethersuch a

convergence is possib1e”ユ5とL．Maddoxが伝えているように、この分野の研究はまだ議論

される余地がある。しかし声が主体となり、「語る」ことが「書く」ことを必要とした此。e

〃e”C加εは、声の文化と文字の文化の関係を模索する、まさに現在の研究に大きく貢献

する作品であると言えるのではないだろうか。
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